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もみじ台地域のまちづくり

第１回 （仮称）もみじ台地域まちづくり指針
検討委員会

令和4年3月28日（月）

札幌市まちづくり政策局

都市計画部

資料４
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もみじ台地域の概要



3位置

ＪＲ札幌駅

もみじ台

約12km



4周辺状況

JR
千
歳
線

南郷通

厚別青葉通

空中写真（R1撮影）

新札幌駅前周辺地区
まちづくり重点エリア

札幌テクノパーク

もみじ台地域



5沿革

S41 1966 住宅団地開発決定

S43 1968 新住宅市街地開発事業 都市計画決定

S46 1971 戸建住宅分譲開始（～昭和50年 約2,050宅地）
市営住宅建設開始（～昭和61年 5,530戸）

S48 1973 ＪＲ新札幌駅開設

S51 1976 もみじ台管理センター 開設

S57 1982 地下鉄東西線 白石～新さっぽろ 開業

S58 1983 もみじ台団地地区計画（札幌市第１号） 決定
（H21、H24、R1 変更）

H1 1989 厚別区 誕生

H16 2004 もみじ台まちづくり会議 発足

H23 2011 もみじ台地域の小学校4校が閉校し2校に統合
もみじ台地域の既存資源活用方針 策定

H24 2012 閉校した小学校2校の跡地における跡活用事業開始

R4 2022 もみじ台南中学校 閉校（予定）



6第２次札幌市都市計画マスタープラン

ビジョン編

戦略編

札幌市まちづくり
戦略ビジョン

第２次
札幌市都市計画
マスタープラン

札幌市
立地適正化
計画

 もみじ台地域は、低層住宅地を
主として計画的に整備していた
「郊外住宅地」として位置づけ

 良質な居住環境の維持・向上に
向けた取組を検討

もみじ台

札幌市まちづくり戦略ビジョン
中期実施計画

アクションプラン2019

［もみじ台地域再構築推進事業］
もみじ台地域が直面する少子高齢化や人口減少等に伴う
課題に対応するため、地域とともにまちづくりの方向性を
検討



7用途地域

第一種低層住居専用地域
建蔽 率 ４０％
容 積 率 ８０％

第一種中高層住居専用地域
建 蔽 率 ６０％
容 積 率 ２００％

第二種住居地域
建 蔽 率 ６０％
容 積 率 ２００％

近隣商業地域
建 蔽 率 ８０％
容 積 率 ２００％



8地区計画

低層住宅地区

機能複合促進地区



9地区計画

建築物の用途の制限（建築可能な建築物）

低層住宅地区 機能複合促進地区

1 住宅（３戸以上の長屋を除く。次号において同じ。）

2 兼用住宅であって、次のアからエまでのいずれかの用途を兼ねるもの （５０㎡以下かつ延
べ面積の１／２未満）

ア 事務所

イ 食堂又は喫茶店

ウ 学習塾、華道教室、囲碁教室その他これらに類する用途

エ 美術品又は工芸品を製作するためのアトリエ又は工房（原動機を使用する場合に

あっては、その出力の合計が0.75kW以下のものに限る。）

3 前２号からなる２戸の長屋

4 寄宿舎又は下宿

5 集会所

6 老人ホーム、保育所、福祉ホームその他これらに類するもの

7 上記建築物に附属するもの

8 － 公益上必要な建築物その他これらに類する
もので「もみじ台地域の既存資源活用方針」
に適合するものとして市長が認めたもの



10地区計画

建築物等に関するその他の制限

 建築物の敷地面積の最低限度 200㎡
 建築物等の形態又は意匠の制限
自己の用に供する広告物のうち、次のいずれかに該当するものは建築物に表示し、
又は築造してはならない（※）。
１ 一辺の長さが1.2mを超えるもの
２ 表示面積が1㎡を超えるもの
３ 刺激的な色彩又は装飾などにより、美観風致を損なうもの
４ 建築物から独立しているもの

 垣又はさくの構造の制限（※）
建築物に附属する門又はへいの高さは1.5m以下とする（生け垣を除く）。

（※）機能複合促進築における公益上必要な建築物その他これらに類するもので「もみじ台地域の既存資源活用方針」に適合するものとして市長
が認めた建築物に関するものはこの限りでない。
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もみじ台中学校
1975（築47）
【敷地】20,553㎡

もみじの森小学校
1979（築43）
【敷地】13,691㎡

もみじ台管理センター
1975（築47）

もみじ台出張所
1978（築44）
【敷地】747㎡

もみじの丘小学校
1975（築47）
【敷地】14,895㎡

1994（築28）
【敷地】1,081㎡

もみじ台南中学校
1979（築43）
【敷地】18,081㎡

1980（築42）
【敷地】1,539㎡

熊の沢公園

地域資源

道内医療機関名簿（北海道）
さっぽろ子育て情報サイト（札幌市）
札幌市地域包括ケアマップ（札幌市）
札幌市調査 他

星槎札幌もみじキャンパス

小学校・中学校（公立）

学校（私立）

幼稚園・保育園・認定こども園

児童会館、ミニ児童会館

高齢者福祉施設

診療所・歯科医院

スーパー・コンビニエンスストア

郵便局

その他公共施設



12近隣商業地域の状況

N

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

令和元年 札幌市調査

もみじ台地域に６か所ある「近隣商業地域」における土地の利用状況は以下のとおり。

A B C D E F ○の
合計

スーパー ○ ○ 2

コンビニ ○ ○ 2

ドラッグストア ○ 1

新聞販売店 ○ ○ ○ 3

その他小売店 ○ ○ ○ 3

理美容室 ○ ○ ○ ○ ○ 5

飲食店 ○ 1

郵便局 ○ ○ ○ 3

医療施設・薬局 ○ ○ ○ ○ ○ 5

その他施設・企業等 ○ ○ ○ ○ ○ 5



13路線バス

 路線数 ８路線（もみじ台地域～新さっぽろ（新札幌）駅。路線番号別。２社計。）
 便数（平日）

「もみじ台団地」

「もみじ台西２」

「もみじ台東２」

「もみじ橋」

「青葉町９」

• 「もみじ台団地」 → 新さっぽろ（新札幌）駅 ６７便／日 （「もみじ台東２丁目」経由）

• 「もみじ台西２丁目」 → 新さっぽろ（新札幌）駅 ６３便／日 （もみじ橋経由・青葉町９丁目経由）

（令和3年3月現在）
ジェイ・アール北海道バス㈱HP
北海道中央バス㈱HP より



14公園・緑地

熊の沢公園

もみじ台南公園

もみじ台東公園

もみじ台北公園

もみじ台西公園

 地区公園１か所（熊の沢公園）、近隣公園４か所、街区公園11か所のほか、もみじ台地域
の外周を都市緑地（もみじ台緑地）が囲んでいます。



15土地の状況

 もみじ台は、札幌市の居住域の中では標高が高い地域。
 もみじ台地域内は比較的高低差が顕著。中心部から東部の標高が地域の中で
最も高く、東部から西部にかけて土地が低くなっています。

もみじ台



16地域暖房

地域熱供給事業者が、RDFを燃料とした熱供給システムを活用して、もみじ台の市営住宅や新札幌
の商業施設等にエネルギーを供給し、廃棄物エネルギーの有効活用を行っています。

【RDF】
Refuse-Deriverd Fuel（ごみから得られた燃料）の略。紙くず・木くず・廃プラスチック等の資源ごみを乾燥・圧縮・整形し固形化した燃料。
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もみじ台地域の現状



18人口動向
もみじ台地域の人口、世帯数ともに減少傾向

札幌市住民基本台帳

1,825,621 1,875,278 
1,904,615 

1,947,127 1,961,618 

128,817 130,052 129,593 128,339 126,059 

20,254 18,858 17,124 15,576 
13,888 

0

10,000

20,000

0

1,000,000

2,000,000

H13 H18 H23 H28 R3

837,997 916,537 975,427 
1,037,093 1,086,762 

52,406 57,088 60,766 63,952 66,408 

8,357 

8,696 8,607 
8,463 

8,060 

7,600

8,000

8,400

8,800

0

400,000

800,000

1,200,000

H13 H18 H23 H28 R3
札幌市 厚別区 もみじ台

人口の推移

世帯数の推移

（人）（人）

（世帯）（世帯）

（参考）札幌市の将来推計人口 155万人（2060年） 札幌市未来創生プラン



19人口動向

年少人口及び生産年齢人口は減少傾向にある一方、老年人口は増加傾向で高齢
化が進行

14.9% 13.0% 11.1% 8.8% 7.3%

66.7%
60.5% 55.2%

47.4% 43.6%

18.4% 26.6% 33.8%
43.8% 49.2%

H13 H18 H23 H28 R3

15歳未満 15～64歳 65歳以上

もみじ台地域の人口の年齢構成

札幌市住民基本台帳



20人口動向

もみじ台地域の高齢夫婦世帯、高齢単身世帯の割合は増加傾向で、札幌市や厚
別区と比較してその割合は高い。

もみじ台地域の高齢夫婦世帯、高齢単身世帯の割合

国勢調査

15.2% 17.6% 19.9%

13.3%
17.4%

24.0%

0.0%

25.0%

50.0%

H17 H22 H27

高齢夫婦世帯 高齢単身世帯

10.7% 14.4%
19.9%

11.4%
12.3%

24.0%

0.0%

25.0%

50.0%

札幌市 厚別区 もみじ台

高齢夫婦世帯、高齢単身世帯の比較（H27年）

43.6%

26.7%

22.1%

43.6%

35.0%

28.5%



21空き家（戸建住宅）

札幌市調査

50 552.6%

2.8%

2.0%

3.0%

0
10
20
30

40
50
60

H28 R1
空き家件数 空き家率

（件）

もみじ台地域の戸建住宅空き家件数及び空き家率

（参考）
・H30年度の札幌市内戸建住宅空き家率 4.0%
・平成28年度に確認した50件の空き家のうち、令和元年には約65%が
住宅として活用。

 もみじ台地域の戸建住宅の空き家件数及び空き家率は、ほぼ横ばいです。
 空き家率は札幌市全体と比べやや低く、また、住み替えもある程度行われてい
ます。
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市営住宅（W1~16）
1978~79（築43~44）
580戸・4.7ha（道路含）

市営住宅（W17~31）
1980~86（築36~42）
610戸・5.9ha（道路含）

市営住宅（S14~31）
1976~79（築43~46）
600戸・6.4ha（道路含）

市営住宅（S1~13）
1976~79（築43~46）
550戸・6.0ha（道路含）

市営住宅（E27~36）
1974~76（築46~48）
380戸・3.8ha（道路含）

市営住宅（E1~13）
1973~74（築48~49）
610戸・5.2ha（道路含）

市営住宅（N29~43）
1974~75（築47~48）
570戸・5.4ha（道路含）

市営住宅（N16~28）
1972（築50）
560戸・4.6ha（道路含）

市営住宅（N1~15）
1971~72（築50~51）
440戸・4.6ha（道路含）

市営住宅（14~26）
1973~75（築47~49）
500戸・4.9ha

市営住宅（W32~36）
1985~86（築36~37）
130戸・1.3ha（道路含）

市営住宅

建築年 昭和46(1971)年
～昭和61(1986)年

棟数 146棟

管理戸数 5,530戸（札幌市内市営
住宅の約20%※）

入居世帯数 4,613世帯（R3.3時点。
管理戸数の約83%）

入居者数 8,320人（R3.3）

※厚別区には札幌市全体の市営住宅の
約35%が集積

 直近では、外部改修工事・修景外灯
工事を順次実施中

＜市営住宅全般＞
 今後人口減少が見込まれることか
ら、住宅セーフティネット機能を維持
しつつ、全市的に市営住宅の管理
戸数を抑制することを基本とする。

 目標耐用年数は最長80年（適宜改
修を実施）。

＜もみじ台団地＞



23学校統合

【小学校】
平成23年 4校→2校に統合
平成24年 ２校の跡活用開始

（公募提案型売却）
【中学校】
令和4年 もみじ台南中 閉校

→もみじ台中に統合
（もみじ台南中の校舎は解体予定）

中学校統合に関する地域協議におい
て、もみじ台地域中心部での小中一
貫校設置に関する要望あり。

札幌市では、全ての市立小中学校
で小中一貫した教育を進めている
中、小学校と中学校の校区が概ね
一致しており、小中一体整備が可
能な地域では「小中一貫校」の設置
を検討。

もみじの森小学校
（旧・もみじ台西小学校）
1979（築43）
【敷地】13,691㎡

（旧・もみじ台小学校）
1972（築50）
【敷地】13,111㎡

（旧・もみじ台南小学校）
【敷地】13,790㎡

もみじの丘小学校
（旧・みずほ小学校）
1975（築47）
【敷地】14,895㎡

もみじ台南中学校
1979（築43）
【敷地】18,081㎡

もみじ台中学校
1975（築47）
【敷地】20,553㎡

体育館
1978（築43）

H23 統合

H23 統合

R4 統合



24もみじ台管理センター

構造・階数 鉄筋コンクリート造 地上2階建

延床面積 2,185.38㎡

１階
管理センター事務室、もみじ台まちづくりセン
ター、もみじ台まちづくりセンター会議室、貸
事務所、娯楽室、予備室、図書コーナー、他

２階
貸事務所、大ホール、大会議室、小会議室、
実習室、和室、他

その他 貸駐車場

 昭和50年、もみじ台団地のコミュニティ施設として分譲代金を充てて札幌市が建設。
 住宅管理公社等による管理を経て、現在、札幌市が民間事業者に管理運営を委託。

もみじ台管理
センター
（市有施設）

駐車場
（市有地）



25もみじ台まちづくり会議

 もみじ台まちづくり会議は、住み良いまちづくりの推進を目的とし、各自治会、福祉・学校
関係、ボランティアなど各種団体を構成員として平成16年に発足。地域の課題について検
討や意見交換を行い、もみじ台地域のまちづくりを推進。

年次 もみじ台まちづくり会議の動き 札幌市の動き

H16 もみじ台まちづくり会議 発足

H20 地域まちづくり部会 設置

H21 住みよい「もみじ台」であり続けるために～課題と方向性のまとめ～ 作成

地区計画変更（建物用途に老人ホーム、
保育所、福祉ホーム等追加）

H23 もみじ台地域の既存資源活用方針とり
まとめ

H24 地区計画変更（機能複合促進地区を指定）
閉校した2校を跡活用事業者に売却

H29 札幌市に地区計画変更の要望書提出

R1 もみじ台まちづくり会議ワーキングを立
ち上げ（H30）、「もみじ台地域まちづくり
ビジョン」策定に向けた検討開始

地区計画変更（建築物の用途制限を一
部緩和）

地区計画変更、

小学校跡地活用等
について意見交換



26「もみじ台まちづくりビジョン」

 もみじ台まちづくり会議ワーキンググループにて、まちが目指す将来像を実現するための
活動指針となる「もみじ台まちづくりビジョン」を作成中（令和４年度に完成見込み）



27「もみじ台まちづくりビジョン」



28

まちづくり指針の策定に向けて



29まちづくり指針の意義

「まちづくり指針」は、地域が直面する課題に対応し、

目指すまちづくりを実現するための「土台」

まちづくり指針の内容（例）

〇 目指す姿 〇 基本方針

〇 基本目標 〇 土地利用のゾーニング

〇 取組の方向性

地域が直面する課題

人口減少・少子高齢化 公共施設の老朽化

空き家増加の懸念

目指すまちづくり

（例）

多様な世代が住むまち 教育環境の充実

安全・安心・快適な住生活環境



30まちづくり指針の位置付け

札幌市まちづくり戦略ビジョン

都市計画マスタープラン
などの上位計画

（仮称）もみじ台地域まちづくり指針

有識者・事業者・地域住民の代表で

構成する検討委員会の意見
地域住民の意見

令和５年度策定予定



31検討委員会の進め方（案）

検
討
委
員
会

令和３年度令和３年度

概
要
・
現
状
・
進
め
方

将
来
像
・
基
本
方
針
・
目
標

ま
ち
づ
く
り
指
針

素
案

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等

ま
ち
づ
く
り
指
針
策
定

ま
ち
づ
く
り
指
針

修
正
案

※議論の進捗に応じて、適宜見直しながら進めていきます。

地
域
住
民

意
見
収
集

令和４年度令和４年度 令和５年度令和５年度


